








その他のタイトル The report of handling of flammable materials
at the storage place of flammable materials in



















条 7 項における別表 1 に掲げられている物品で、次
に示す 6 つの種別がある[1]。 
 
第 1 類 酸化性固体 
第 2 類 可燃性固体 
第 3 類 自然発火性物質及び禁水性物質 
第 4 類 引火性液体 
第 5 類 自己反応性物質 
第 6 類 酸化性液体 
 



































1  上記のアルコールの含有量が 60%未満
の水溶液 











が 40℃以上、燃焼点が 60℃以上のもの 
 



























 ヘキサン（第 1 石油類、非水溶性液体） 
1
???????? 





































貯蔵最大数量（第 4 類はリットル）を示している。 
４．危険物貯蔵所の管理・修繕等 
 危険物貯蔵所の外観を図 4 に示した。貯蔵室は通

















図 4. 数理物質エリア・工学系危険物貯蔵所 

























































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 168 54 90 0 0 0 0 0
4101420 2004/9/10 benzene 6
5101413 2005/5/27 toluene 18
8101425 2009/2/28 toluene 18
9101440 2009/11/25 2-prOH 18
13101463 2013/11/6 EtAcetate 18
13101464 2013/11/6 EtAcetate 18
13103493 2013/12/4 Ether 20
13103495 2013/12/25 EtAcetate 18
13101476 2014/1/29 MeOH 18
14101401 2014/4/2 acetone 18
14101402 2014/4/2 acetone 18
14101403 2014/4/2 acetone 18
14101404 2014/4/2 thf 18
14101406 2014/6/25 MeOH 18
14101407 2014/6/25 EtAcetate 18
14101408 2014/6/25 EtOH 18
14101409 2014/6/25 Ether 20
14103407 2014/7/25 Hexane 18
14103408 2014/8/4 MeOH 18
14103409 2014/8/6 Hexane 18
貯蔵庫３ 貯蔵庫４ 貯蔵庫２
登録番号 搬入年月日 搬出年月日
貯蔵庫１ベンゼン（第 1 石油類、非水溶性液体） 
トルエン（第 1 石油類、非水溶性液体） 
酢酸エチル（第 1 石油類、非水溶性液体） 
アセトン（第 1 石油類、水溶性液体） 



































































 1 桁目・2 桁目：年号（西暦の下 2 桁） 
 3 桁目：学域で物理工学は 0、物質工学は 1 
 4 桁目・5 桁目：研究室番号 
 6 桁目：危険物の種類 








































図 2. 危険物利用記録様式 
所属 物質・分子 氏名 連絡先














‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑   ｷ ﾘ ﾄ ﾘ ｾ ﾝ   ‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑‑  
エタノール物質名



















64 07 酢酸エチル 47.7
85 テトラヒドロフラン 7.3
13 25 トルエン 21.1
ヘキサン 0.0
20 ベンゼン 3.0




02 03 アセトン 44.9
保管量 残量
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先にも触れたが、危険物取扱者は 3 年に 1 度保安
講習を受けなければならないが、これまでは前回の
保安講習の日付から 3 年以内であったものが、前回
受講した年度の翌年度 4 月 1 日を基準として 3 年以
内に受講することと改められた（危規則第 58 条の
14 第 1 項及び第 2 項関係）。 
エタノール等を取り扱う給油取扱所に係る技術上
の基準に関する事項が新たに定められた（危政令第






















 平成 23 年中の主な通知の中で、リチウムイオン蓄
電池の貯蔵及び取扱いに係る運用に関する項目があ
った（消防危第 303 号、平成 24 年改正、危政令第
19 条第 2 項第 9 号、危規則第 28 条の 54 第 9 号、危




















が定められた（危規則第 28 条の 2 の 7 第 2 項、危規
則第 28 条の 2 の 8 第 4 項関係）。 
 圧縮水素充てん設備設置給油取扱所の基準の特例
に関する事項として、一般高圧ガス保安規則（昭和
41 年通商産業省令第 53 号）の改正に伴い、危規則



























 平成 25 年 3 月 31 日現在における危険物施設の総
数は 436,918 施設であり、前年同期の 447,277 施設と
比較して 2.3%減少した。設置許可数が最も多かった
平成 2 年の 582,911 施設から比べると 25%も減少し
ている。しかし、危険物施設における火災及び流出
事故はむしろ増加傾向にあり、平成元年の 352 件と
平成 24 年の 573 件を比べると、1.6 倍にもなってい
る[3, 4]。平成 25 年中の事故の内容を見ると、流出事







































































図 8. 工学系危険物貯蔵所第 4 類貯蔵室における平
















図 9. 設置したアース端子 
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火点 約－20℃）50 kg を小分けするため、バルブを
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